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卒業論文：長江流域進出日系企業が中国労働市場に与える影響と改善策 

 
きっかけ：中国進出日系企業が中国労働市場に与える影響について知りたいと思った理由

は２つある。まず 1 点目に、幼い頃の海外生活を通して日系企業の活躍に誇りを持ち、日
本人であることに誇りを持った私自身が、日系企業の中国での活躍を純粋に応援したい為

である。2点目は、金融業界に就職することが決定している為、中国進出する日系企業を融
資という形で支援することが、果たして中国の現地人にとってプラスの影響を与えている

のか確認したい為である。 
 
仮説：アメリカ小学校時代、友達に日本の印象を聞いたところ、トヨタ、ソニー、など企

業名と製品名がまず挙がった。日本という国を知らない友人にとって、日本を知る一番身

近なてがかりがその国に進出している企業と製品であった。すなわち、高い技術を駆使し

た日系企業の製品の流通、雇用拡大によって、日本理解が深まっていたのである。その為、

中国においても同様、日系企業の進出によって親日家が増えているのではないか？ 
 
結論：進出日系企業が中国労働市場に与えているマイナスの影響は日系企業に対する就職

不人気であった。これは、①低賃金労働、②人の現地化への遅れ、③女性労働力問題が主

要原因であった。 
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